
最優秀賞「赤い勲章」 磨 家 信 一 

 津山城（鶴山公園）〔津山市〕 

 津山城は、本能寺の変で討死した森蘭丸の弟森忠政が、鶴山（つるや

ま）に築いた平山城です。明治の廃城令で、建造物は取り壊されました

が、地上から45mに及ぶ立派な石垣が当時の面影を残しています。 

 天守の南東側の備中櫓（びっちゅうやぐら）が、築城400年の記念事業と

して復元され、平成17年春から一般公開されています。 

 城跡は『さくら名所百選』にも選ばれた西日本有数の桜の名所となって

いて、桜の季節には毎年多くの人が訪れ、津山のシンボル的な場所になっ

ています。               「津山市公式観光サイト つやま小旅」より 
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  衆 楽 園 (旧津山藩別邸庭園・国指定名勝) 

 津山藩二代目藩主森長継（ながつぐ）が、明暦年間（1655～57）頃に

作った廻遊式の大名庭園。 

 元禄11年（1698）松平家が藩主となって以後幕末まで、家臣や他藩・

他家からの使者を謁見するための「御対面所（ごたいめんしょ）」また

は、藩主の「隠居所」の庭園として使われ、明治３年（1870）に「衆楽

園」と命名し、公開。現在も市民や観光客に親しまれている。  
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